
はじめに 

 

放送倫理・番組向上機構（ＢＰＯ）はＮＨＫと日本民間放送連盟が共同で設置した放

送界の第三者機関です。その中の「放送と青少年に関する委員会（青少年委員会）」は

2000 年 4 月に設置されました。この委員会は、視聴者から寄せられた青少年に対する

放送のあり方や放送番組への意見を各放送局へ伝えるとともに審議を行い、その審議結

果と放送事業者の対応等を公表し、放送倫理の高揚に寄与するため、視聴者と放送事業

者を結ぶ「回路」としての役割を果たしています。さらに、放送と青少年に関する調査

研究を行うことも、重要な柱として取り組んでいます。 

 青少年委員会では既に 2 回の調査研究報告書を発表しています。まず委員会が発足し

た 2000 年度から、同一サンプルの小学 5 年生から中学 2 年生までの 4 年間を継続的に

追跡調査し、「青少年へのテレビメディアの影響調査」として報告書を公表しました。

次に 2006 年には約半年をかけ、小学校高学年から中学生の 36 人を対象に、徹底したイ

ンタビュー調査を行い、テレビと子どもの具体的なかかわりについて「今、テレビは子

ども達にどう見られているか？」として報告書を公表しました。3 回目になる今回の報

告書は、多様なメディア環境の中に生まれ育った「デジタルネイティブ」といわれる世

代（16 歳から 24 歳）300 人に焦点をあて、その世代のテレビの見方を総合的に調査分

析しまとめたものです。この報告書は、現在のテレビの置かれている状況及び近未来の

テレビメディアのあり方についての指針になるものと確信しております。 
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情報化社会ということばができたとき、その意味をめぐる議論が種々行われた。私は、

人間社会にマスコミ情報という新しい環境ができ、人間がそれに次第に依存するようにな

る社会というような定義よりは、人間自身が情報の網の目にそのひとつとして有機的に組

み込まれ、複雑にその構成要素となっていく社会、というような定義の方がぴんと来たと

いう記憶がある。それから数十年経ったが、状況は後者のような定義が、実際にはどうい

うことを指すかということを次第に明らかにしつつあるように思う。 

これまでメディアといってもリアルタイムなのはテレビ、ラジオで、タイムラグがあっ

ても保存と繰り返しの情報摂取がきくのが雑誌と新聞というのが定番であった。この二つ

が適度に役割を分担しつつ、活用されてきた。しかし、今は雑誌の多くが発行維持の危機

に見舞われており、若者は新聞を直接紙から読むという習慣から急速に離れつつあること

が常識になってきている。かわって登場してきた携帯電話やそれに類する新しいメディア

は、リアルタイムであり、場合によっては繰り返しの情報摂取が可能な形に、つまりこれ

までのメディアの二つの機能を併せ持つ形に進化してきている。メディアの変容が起こる

新しい時代が始まろうとしているのが現代なのであろう。 

今回のＢＰＯ青少年委員会による若者とメディアをめぐる調査は、そうした変化の予兆

が見えてきたことを念頭に置いて、その変化が若者の中にどう浸透しつつあるかという実

態を、できるだけ細かく正確に知ろうとしておこなわれたもので、調査方法に独特の工夫

が施されている。 

ＢＰＯ青少年委員会は発足以来、小中学生を対象とした、主としてテレビと子どもとい

うテーマの調査をこれまで継続的に行ってきたが、2005 年には第一回の調査報告、2007

年には第二回の調査報告を行った。今回の調査はこの第二回の調査を踏まえたものである

が、日本全体の将来のメディア生活の変化を読むという視点から、“デジタルネイテイブ”

と呼ばれる世代を調査対象とした。調査報告は青少年独自のメディア生活の実態というよ

りは、メディアとのつきあい方の新しいスタイルの芽生えそのものを明らかにするという

もくろみをもって行われたものである。 

結果はとても興味深いもので、詳しくは本報告書を読んでいただくしかないが、読み方

によっては、将来、人間はテレビのオーソドックスなスタイルにこだわるタイプと、テレ

ビよりも携帯あるいはテレビプラス携帯、あるいはＰＣプラス携帯など、多様化するメデ

ィアを柔軟に組み合わせていこうとするタイプなどに分化する可能性も読み取れよう。お

読みになった感想をぜひ寄せていただきたい。 
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